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町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
48

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
48

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
48

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
48

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
48

　
毎
朝
の
犬
の
散
歩
コ
ー
ス
に
、

こ
の
度
、
ほ
ぼ
２
年
ぶ
り
に
再
建

と
な
っ
た
能
ヶ
谷
神
社
が
あ
り
ま

す
。
冬
型
の
気
圧
配
置
の
晴
天
の

朝
、
こ
の
秋
初
め
て
、
雪
の
南
ア

ル
プ
ス
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
す
で
に
雪
を
か
ぶ
っ
た

間
ノ
岳
、
農
鳥
岳
が
大
菩
薩
嶺
の

左
奥
に
見
え
、
丹
沢
の
山
の
向
こ

う
に
は
、
七
、
八
合
目
ま
で
冠
雪

し
た
富
士
山
が
白
く
輝
い
て
い
ま

し
た
。

　
例
年
よ
り
　
日
ほ
ど
遅
れ
て
、

１０

冬
鳥
の
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
が
里
に
下

り
て
き
ま
し
た
。
早
速
、
モ
ズ
と

同
じ
よ
う
に
、
冬
縄
張
り
確
保
の

た
め
の
鳴
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し

た
。
　
　
月
下
旬
に
、
日
本
フ
ッ
ト
パ

１０
ス
協
会
の
第
３
回
総
会
が
、
北
海

道
黒
松
内
町
で
開
か
れ
、
会
長
と

し
て
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
日
本

フ
ッ
ト
パ
ス
協
会
に
は
、
東
日
本

を
中
心
に
５
自
治
体
と
　
団
体
の

１２

計
　
団
体
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま

１７
す
。
こ
の
協
会
で
は
、
フ
ッ
ト
パ

ス
（
里
山
や
町
並
み
を
歴
史
、
風

物
、
動
植
物
な
ど
を
訪
ね
て
歩
く

小
道
）
を
普
及
し
、
ま
た
、
そ
の

「
歩
き
方
」
の
案
内
を
し
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥

の
活
動
で
す
が
、
観
光
施
策
や
エ

コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
近
い
活
動
で

す
。
　
総
会
の
翌
日
は
、
黒
松
内
町
に

あ
る
フ
ッ
ト
パ
ス
を
歩
き
ま
し

た
。
こ
の
道
は
、
日
本
の
ブ
ナ
林

の
北
限
の
あ
た
る
ブ
ナ
の
巨
木
が

続
く
ル
ー
ト
で
、
日
本
最
大

の
キ
ツ
ツ
キ
、
ク
マ
ゲ
ラ
の

巣
穴
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

ま
し
た
。
途
中
の
休
憩
所
で

は
地
元
産
の
ワ
イ
ン
や
お
菓

子
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
黒
松
内
町
は
、
人
口
３
２

０
０
人
の
小
さ
な
町
で
す

が
、
酪
農
製
品
加
工
場
兼
レ

ス
ト
ラ
ン
（
ト
ワ
・
ヴ
ェ
ー

ル
）
を
経
営
す
る
な
ど
独
自

 後
見
人
等
へ
の
送
付
先
住
所
を
一

括
し
て登

録
で
き
ま
す

　
市
で
は
、
後
見
人
等
（
家
庭
裁

判
所
の
審
判
に
よ
り
就
任
し
た

方
）
が
、
被
後
見
人
等
あ
て
に
発

送
さ
れ
る
市
か
ら
の
郵
便
物
等
の

あ
て
先
を
、
一
括
し
て
登
録
で
き

ま
す
。

　
次
の
対
象
窓
口
１
か
所
で
届
出

を
行
う
と
、
他
の
課
の
送
付
物
の

あ
て
先
も
登
録
で
き
ま
す
。
今

後
、
後
見
人
等
へ
送
付
先
を
変
更

す
る
場
合
は
ご
利
用
下
さ
い
。

　
登
録
は
　
月
　
日
か
ら
窓
口
だ

１１

１５

け
で
は
な
く
、
郵
送
で
も
受
付
可

能
に
な
り
ま
す
。
郵
送
方
法
は
、

各
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

登
録
で
き
る
方
成
年
後
見
人
、
代

理
権
の
あ
る
保
佐
人
・
補
助
人
、

監
督
人
が
選
任
さ
れ
て
い
る
任
意

後
見
人

対
象
窓
口
（
業
務
範
囲
）
保
険
年

金
課
（
国
民
健
康
保
険
・
高
齢
者

医
療
）、
介
護
保
険
課
（
介
護
保

険
）、
障
が
い
福
祉
課
（
手
当
・

医
療
費
助
成
等
）、
資
産
税
課
、

市
民
税
課
、
納
税
課

必
要
書
類
登
記
事
項
証
明
書
（
発

行
か
ら
３
か
月
以
内
）、
後
見
人

等
の
身
分
証
明
書
、
印
鑑
、
送
付

先
が
事
務
所
で
あ
る
場
合
は
そ
の

住
所
が
確
認
で
き
る
名
刺
等

※
既
に
送
付
先
変
更
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
る
方
は
、
今
回
改
め
て

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
登
録
届
の
適
用
範
囲
の
対
象
外

の
業
務
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
個

別
に
手
続
し
て
下
さ
い
。

問
福
祉
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２
５

３
７
、
返
７
２
４
・
１
１
８
７

防
犯
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

　
市
で
は
、
地
域
で
防
犯
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
々
を
支
援
す
る
た

め
、
専
門
家
に
よ
る
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
市
内
で
防
犯
活
動

を
行
っ
て
い
る
方

日
　
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
　

１２

１５

分
～
４
時
（
予
定
）

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

講
立
正
大
学
教
授
・
小
宮
信
夫

氏
、（
特
）
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
　
エ

ン
ジ
ェ
ル
ス
理
事
長
・
小
田
啓
二

氏定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
申
　
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
町
田

１１

２１

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。

問
防
災
安
全
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

０
７

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

第
２
期
受
付
開
始

　
新
た
に
住
宅
用
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
方
に
対
し
、
設
置

費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

　
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付

を
終
了
し
ま
す
（
約
５
基
分
）。

対
公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
認
可

を
受
け
て
い
な
い
地
域
（
主
に
市

街
化
調
整
区
域
）
に
、
新
た
に
住

宅
用
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
方

申
　
月
　
日
午
前
９
時
か
ら
、
浄

１１

１５

化
槽
を
設
置
す
る
前
に
、
申
請
書

を
直
接
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
浄
化
槽
係
へ
。

※
既
に
設
置
し
て
い
る
も
の
、
工

事
を
着
工
し
て
い
る
も
の
は
対
象

外
で
す
。

※
補
助
対
象
地
域
、
補
助
額
等
の

詳
細
は
業
務
課
（
辺辺
７
２
２
・
２

７
５
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。労

働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

【
多
様
な
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー
＆
労

働
相
談
会
】

　
パ
ー
ト
や
契
約
社
員
等
、
そ
の

他
労
使
関
係
で
お
悩
み
の
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

対
事
業
主
、
人
事
担
当
者
、
働
い

て
い
る
方
、
都
民

日
セ
ミ
ナ
ー
＝
　
月
　
日
（
水
）、

１１

２４

　
月
　
日
（
火
）、
い
ず
れ
も
午

１１

３０

後
１
時
　
～
３
時
　
分
、
労
働
相

３０

３０

談
会
＝
　
月
　
日
（
火
）
午
後
３

１１

３０

時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

場
町
田
市
民
ホ
ー
ル

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

６０
申
電
話
で
東
京
都
労
働
相
談
情
報

セ
ン
タ
ー
八
王
子
事
務
所
（
辺辺
０

４
２
・
６
４
３
・
０
２
７
８
返
０

４
２
・
６
４
５
・
７
１
８
５
）
へ

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
９

 相
模
原
 ・
 町
田
 大
学
地
域
コ
ン
ソ

さ
　
が
 

ま
　
ち

ー
シ
ア
ム

講
演
会
・
交
流
会

【
い
い
会
社
の
魅
力
を
知
る
・
見

る
・
伝
え
る
～
い
い
会
社
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
骸
】

　
地
域
の
大
学
等
に
通
う
学
生
の

皆
さ
ん
に
、
地
域
の
企
業
の
魅
力

を
伝
え
る
機
会
と
し
て
、
講
演
会

と
企
業
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
の

企
業
を
知
る
こ
と
に
よ
り
就
職
先

の
選
択
肢
を
広
げ
る
機
会
と
な

り
、
企
業
の
方
々
に
は
、
自
社
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
人
材
確

保
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。

対
・
定
学
生
（
高
専
・
大
学
・
大

学
院
生
）
＝
計
１
０
０
人
、
企
業

関
係
者
＝
１
０
０
人
、
い
ず
れ
も

申
し
込
み
順

日
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
　

１２

２０

４５

分
～
６
時
　
分
３０

場
相
模
女
子
大
学
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

ホ
ー
ル
（
相
模
原
市
南
区
文
京
）

内
法
政
大
学
大
学
院
教
授
・
坂
本

光
司
氏
に
よ
る
講
演
（
い
い
会
社

の
条
件
～
社
員
第
一
主
義
の
経

営
）、
企
業
交
流
会
（
地
域
の
企

業
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
学
生
と
経
営
者
の
交
流
会
）

費
学
生
無
料
、
企
業
関
係
者
１
人

１
０
０
０
円

申
学
生
は
さ
が
ま
ち
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
娩http:      

//sagamachi.jp

              /  ）、
企
業
関
係
者

は
さ
が
み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
娩http:      

//www.sic-sagamihara.j

                      p  ）
か
ら

申
し
込
み
。

※
こ
の
企
画
に
関
連
し
て
、　
月
１２

９
日
に
桜
美
林
大
学
で
、「
楽
し

み
な
が
ら
身
に
つ
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
の
基
礎
講
座
」、
２
０
１

１
年
２
月
に
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
講

座
と
地
域
の
企
業
の
取
材
ツ
ア

ー
」
を
開
催
予
定
で
す
。
詳
細

は
、
さ
が
ま
ち
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
さ
が
ま
ち
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事

務
局
辺辺
７
４
７
・
９
０
３
８
、
遍

info@sagamachi.j

                p  、町
田
市
企
画

政
策
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
０
３

犬
・
猫
た
ち
に
あ
た
た
か
い
家
庭

を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　
新
た
な
飼
い
主
を
探
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。
飼
育
希
望
者
は
、

住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の

を
お
持
ち
の
う
え
、
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
等
の
接
種
費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
当
日
の
引
渡
し
は
行
い
ま
せ

ん
。

日
　
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

１１

２８

１０

正
午
（
雨
天
実
施
）

【
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
相
談

会
】
　
毎
月
第
２
火
曜
日
午
後
２
時
～

３
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。
直
接
会

場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

◇

場
境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

問
町
田
動
物
愛
護
の
会
辺辺
０
９
０

・
９
２
０
３
・
７
１
７
２
、
町
田

市
環
境
保
全
課
辺辺
７
２
４
・
２
７

１
１

家
族
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
ひ
な
た
村
の
野
外
炊
事
場
が
家

族
で
も
利
用
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

対
３
人
以
上
の
家
族

利
用
料
金
５
０
０
円

利
用
時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
利
用
す
る
月
の
前
月
９
日
～
前

日
に
電
話
で
ひ
な
た
村
（
辺辺
７
２

２
・
５
７
３
６
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
お
問
い
合
わ
せ
は
返
７
２
１
・

９
０
８
６
へ
。

 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す

　
月
　
～
　
日
は

１

２

５

問
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

　
辺辺
７
２
３
・
２
９
０
８

女
性
に
対
す
る
暴
力
等
の
問
題
は

女
性
悩
み
ご
と
電
話
相
談
（
辺辺
７
２
１
・
４
８
４
２
）
へ
。

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　“
フ
ッ
ト
パ
ス
”
の
活
動
は
今

後
さ
ら
に
広
が
っ
て
ゆ
く
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
コ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
い
う
点
で
も
、
地
産
地
消

を
進
め
て
い
る
点
で
も
、
町
田
市

に
と
っ
て
も
意
義
の
あ
る
活
動
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

曳 映叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

　市有地を、市が設定した金額で、東京都宅地建物取引業協会町田支
部に媒介委託して売却しています。委託期間は２０１１年３月３１日までで
す。
　物件は下表のとおりです。購入者に仲介手数料はかかりません。登
記費用・契約印紙代等の詳細は、同協会町田支部へお問い合わせ下さ
い。
問東京都宅地建物取引業協会町田支部辺辺７２３・１３５１、町田市管財課辺辺７２４
・２１５１

葛葛葛葛葛葛滑滑滑滑滑滑

売却物件一覧
　売却を中止または一部変更する場合もありますので、ご了承下さい。価格は実測面積に基づき
算定されています。実測面積は町田市が行った測量によるものです。

売却価格
（万円）

容積率
（％）

建ぺい率
（％）用途地域登記簿面積

（㎡）
実測面積
（㎡）地目所在地物件

番号

２０１０

１５０５０①第一種中高層
住居専用地域

２１０．１５２１０．１１宅地町田市下小山
田町２７３１番２

１
※ １００５０②第一種低層

住居専用地域

２００６０③第二種中高層
住居専用地域

１７２９８０４０第一種低層
住居専用地域３５６．４７３５５．８９宅地

町田市山崎町
字三号３１０番
１

２

１０５１８０４０第一種低層
住居専用地域２７８．９０２７８．９０宅地

町田市能ヶ谷
七丁目１４６４番
３２

３

１１０３８０４０第一種低層
住居専用地域１５０．５２１５０．５２宅地町田市金井四

丁目１４１番１７４

※下小山田地区地区計画（①中高層住宅地区②低層住宅地区③沿道住宅地区）があります。

市が所有している宅地を売却していま市が所有している宅地を売却していますす

酪農製品加工場兼レストラン「トワ・ヴェール」
曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
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町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
辺
７
２
８
・
４
３
０
０

　
　
　
　
　
　

  　

娩

h
ttp://

w
w
w.

m-

s
h
im
in-

h
a
ll

.

jp/

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可
。

休

館

日　

第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

問

場
町
田
中
央
図
書
館

定
１
０
８
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
町

１１

１２

田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

ふ
れ
あ
い

落
語
ふ
れ
あ
い

落
語
ふ
れ
あ
い

落
語

立
川
志
ら
乃 

独
演
会

立
川
志
ら
乃 

独
演
会

立
川
志
ら
乃 

独
演
会

中央図書館開館
20周年記念公演
中央図書館開館
20周年記念公演
中央図書館開館
20周年記念公演

　
月
　
日
（
日
）

１２

１２

午
後
２
時
開
演

 

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す

　
月
　
～
　
日
は

１

１

２

　
辺辺
７
２
３
・
２
９
０
８

　
返
７
２
３
・
２
９
４
６

女
性
悩
み
ご
と
電
話
相
談
（
辺辺
７
２
１
・
４
８
４
２
）
へ

詳
細
は
本
紙
８
面
の
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
内
を
ご
覧
下
さ
い
。

 町
田
市
就
労
・
住
宅
相
談

離
職
し
た
方
の
家

賃
を
支
給
し
ま
す

　
主
な
要
件
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が

支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
給
額
（
上
限
）
単
身
世
帯
は
月

額
５
万
３
７
０
０
円
、
複
数
世
帯

は
月
額
６
万
９
８
０
０
円

支
給
期
間
（
限
度
）
６
か
月
間
、

た
だ
し
、
規
定
の
就
職
活
動
を
誠

実
に
継
続
し
、
支
給
要
件
に
該
当

し
て
い
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
、
さ
ら
に
３
か
月
を
限
度
に
延

長
有
り

※
家
賃
の
支
給
を
受
け
る
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
す
る
、

総
合
支
援
資
金
等
の
貸
付
の
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
詳
細
は
生
活
援
護
課
就
労
・
住

宅
相
談
担
当
（
辺辺
７
２
９
・
７
６

７
０
）
へ
。

  出
前
博
物
館

町
田
市
立
博
物
館

所

蔵

品

展

会
期
　
月
　
日
（
土
）
ま
で

１１

２７

時
間
午
前
　
時
～
午
後
４
時
（
毎

１０

週
日
曜
日
は
休
室
）

場
桜
美
林
大
学
其
中
館
２
階
桜
美

林
資
料
展
示
室

内
桜
美
林
大
学
の
学
生
と
町
田
市

立
博
物
館
の
学
芸
員
に
よ
る
所
蔵

品
展

【
公
開
講
座
「
博
物
館
・
大
学
・

地
域
の
連
携
に
つ
い
て
～
博
学
連

携
」】
　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
　
月
　
日
（
木
）
午
後
４
時
　

１１

１８

１０

分
～
５
時
　
分
４０

場
桜
美
林
大
学
太
平
館
２
０
２
教

室講
桜
美
林
大
学
教
授
（
博
物
館

学
）・
浜
田
弘
明
氏

定
　
人
（
先
着
順
）

５０
問
桜
美
林
大
学
教
職
セ
ン
タ
ー
事

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

務
室
辺辺
７
９
７
・
９
２
７
４
返
７

９
７
・
４
９
５
１
、
町
田
市
立
博

物
館
辺辺
７
２
６
・
１
５
３
１
返
７

２
３
・
３
４
０
６

鎌
倉
古
道
の
真
の
ル
ー

ト
を
探
る
・
第
２
弾

　
今
回
は
、
古
道
跡
が
最
も
濃
厚

に
残
る
野
津
田
公
園
上
ノ
原
か
ら

小
野
路
関
谷
城
ま
で
を
 辿
 り
ま

た
ど

す
。
　
今
後
は
「
小
野
路
宿
～
貝
取
～

永
山
駅
」、「
乞
田
～
関
戸
・
霞
ケ

跡
（
多
摩
市
）」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

集
合
時
間
・
場
所
　
月
５
日
（
日
）

１２

午
前
　
時
に
神
奈
川
中
央
交
通
町

１０

田
営
業
所
（
野
津
田
車
庫
）
入
口

前
集
合
（
小
雨
実
施
）

内
華
厳
院
の
古
道
跡
～
野
津
田
公

園
～
鎌
倉
古
道
発
掘
現
場
跡
～
小

野
路
関
谷
城
～
中
宿
バ
ス
停
（
行

程
約
４
㎞
、
約
５
時
間
　
分
）

３０

定
１
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

費
１
２
０
０
円
（
保
険
、
資
料
代

含
む
）

申
ツ
ア
ー
名
・
参
加
者
氏
名
・
年

齢
・
住
所
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
町
田
ツ
ー
リ
ス
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー（
返
８
５
０
・
９
３
１
２
）

へ
。

問
町
田
ツ
ー
リ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

辺辺
８
５
０
・
９
３
１
１
、
町
田
市

産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
２

８
、
返
７
２
４
・
１
１
８
５

忠
生
公
園
わ
ら
細
工
教
室

【
わ
ら
ぞ
う
り
を
作
ろ
う
】

対
小
学
生
以
上
の
方

日
　
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

１１

２１

１０

午
後
３
時
（
雨
天
実
施
）

場
忠
生
公
園
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

（
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
）

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１５

申
電
話
で
忠
生
公
園
自
然
観
察
セ

ン
タ
ー（
辺辺
７
９
２
・
１
３
２
６
）

へ
。野

津
田
公
園
農
作
業
体
験

日
　
月
　
日
（
祝
）
午
前
９
時
～

１１

２３

正
午

場
野
津
田
公
園

内
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫

定
　
組
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
１
区
画
持
ち
帰
り
５
０
０
円

（
最
大
２
区
画
ま
で
）

申
　
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
野
津

１１

２２

田
公
園
（
辺辺
７
３
５
・
４
５
１
１
、

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
へ
。

問
公
園
緑
地
課
辺辺
７
９
３
・
７
６

１
１

元
気
力
測
定
会

参
加
者
募
集

　
握
力
や
歩
行
速
度
な
ど
の
体
力

測
定
と
、
転
倒
予
防
の
ア
ド
バ
イ

ス
・
体
操
を
行
い
ま
す
。

対
　
歳
以
上
で
、
介
護
認
定
（
要

６５
介
護
・
要
支
援
）
を
受
け
て
い
な

い
方

※
医
師
か
ら
運
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

日
　
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時
　

１２

３０

分
～
３
時

場
小
山
市
民
セ
ン
タ
ー

定
　
人
程
度
（
申
し
込
み
順
）

２０
申
　
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
町
田

１１

２４

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
６
返
７
２
４
・
１
１
９
０

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実
演
と
販
売

　
野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽

培
し
て
い
る
な
た
ね
か
ら
、
油
を

し
ぼ
り
ま
す
。

　
油
は
、
４
２
５
ｇ
ビ
ン
１
本
８

０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

日
　
月
　
日
（
土
）

１１

２０

販
売
時
間
午
前
９
時
　
分
か
ら

３０

（
売
切
れ
次
第
終
了
）

実
演
時
間
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１１

場
ふ
る
さ
と
農
具
館

問
同
館
辺辺
返
７
３
６
・
８
３
８
０

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

【
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ
う

～
秋
色
の
森
で
遊
ぼ
う
外
】

対
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
（
親
子

で
の
参
加
歓
迎
）

日
　
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
　

１１

１３

１０

３０

分
～
午
後
２
時
　
分
３０

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０
【
Ｍ
ｒ
．メ
ビ
タ
・
マ
～
の
お
も
し

ろ
造
形
工
作
教
室
～
と
び
出
す
３

Ｄ
】
　
フ
タ
を
開
け
た
ら
、
何
が
と
び

出
す
の
か
な
？

対
小
学
生
以
上
の
子
ど
も

日
　
月
　
日
（
水
）
午
後
４
時
～

１１

１７

５
時

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
費
１
０
０
円

◇

申
直
接
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

同
館
（
辺辺
７
１
０
・
１
４
７
５
返

７
１
０
・
１
４
７
６
）
へ
。

申
　
月
　
日
か
ら
電
話
ま
た
は
イ

１１

１７

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
町
田
市
民
ホ
ー

ル
へ
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

竹
澤
恭
子

竹
澤
恭
子

２
０
１
１
年
２
月
　
日
（
月
）

１４

午
後
６
時
　
分
 開
演

３０

３
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

学 岳較較較較較較較較較較較較較較較較較較

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

学
岳

較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較
較

学 岳較較較較較較較較較較較較較較

・２００７年１０月１日以後に離職したこと
・離職前に自らの労働により賃金を得て、主として世帯の生計を維
持していた者等であること
・就労能力及び常用就職の意欲があり、公共職業安定所に求職の申
し込みを行うこと、または現に行っていること
・住宅を喪失していること、または喪失するおそれがあること
・申請日の属する月における、申請者及び申請者と生計を一つにし
ている同居親族の収入額の合計が、①単身世帯は８万４０００円と家
賃額（上限は５万３７００円）を合算した金額未満、②２人世帯は１７
万２０００円以下、③３人以上の世帯は１７万２０００円と家賃額（上限は

６万９８００円）を合算した金額未満であること
・申請者及び申請者と生計を一つにしている同居親族の預貯金額の
合計が、①単身世帯は５０万円以下、②複数世帯は１００万円以下であ
ること
・国及び地方公共団体等が実施する、住宅等困窮離職者に実施する
貸付や給付を、申請者及び申請者と生計を一つにしている同居親
族が受けていないこと
・支給申請者及び支給申請者と生計を一つにする同居の親族が暴力
団員でないこと

家賃支給の対象になるための主な要件

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
新
築
工

事
・
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

申
告
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
減
額

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
額

内
容
・
期
間
、
申
告
方
法
等
の
詳

細
は
、
資
産
税
課
家
屋
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る

減
額
制
度
】

対
２
０
１
２
年
３
月
　
日
ま
で
の

３１

間
に
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
も
と
づ

き
認
定
を
受
け
て
新
築
し
た
長
期

優
良
住
宅
で
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
も
の

申
告
期
限
新
築
し
た
翌
年
の
１
月

　
日
ま
で

３１【
耐
震
改
修
に
伴
う
減
額
制
度
】

対
１
９
８
２
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
を
、
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
改

修
工
事
（
工
事
費
用
　
万
円
以

３０

上
）
を
行
っ
た
も
の

申
告
期
限
工
事
が
完
了
し
た
日
か

ら
３
か
月
以
内

【
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う
減

額
制
度
】

対
２
０
０
７
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
（
補

助
金
等
を
除
く
工
事
費
用
が
　
万
３０

円
以
上
）
を
行
っ
た
も
の

申
告
期
限
工
事
が
完
了
し
た
日
か

ら
３
か
月
以
内

【
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
減
額
制

度
】

対
２
０
１
０
年
１
月
１
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
省
エ
ネ
改
修
工
事
（
工
事
費
用

　
万
円
以
上
）
を
行
っ
た
も
の

３０申
告
期
限
工
事
が
完
了
し
た
日
か

ら
３
か
月
以
内

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ

改
修
に
伴
う
減
額
制
度
は
、
両
方

を
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時

に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
耐
震
改
修

に
伴
う
減
額
制
度
と
同
時
に
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
資
産
税
課
家
屋
係
辺辺
７
２
４
・

２
１
１
８

 　
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
場

合
、
そ
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産

税
と
都
市
計
画
税
（
市
街
化
調
整

区
域
を
除
く
）
が
課
税
さ
れ
ま

●
家
屋
を
新
築
・
増
築

さ
れ
た
方
へ

す
。
　
こ
の
税
額
の
基
礎
と
な
る
評
価

額
を
算
出
す
る
た
め
に
、
職
員
が

お
伺
い
し
て
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 　
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
家
屋

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
（
一
部
取

り
壊
し
を
含
む
）、
届
出
が
な
い

と
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が
課
税
さ

れ
続
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
誤
っ
た
課
税
を
な
く
す
た
め
に

も
、
登
記
さ
れ
て
い
た
家
屋
を
取

り
壊
し
た
場
合
は
、
法
務
局
へ
申

請
し
て
下
さ
い
。

　
未
登
記
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方

は
、
お
早
め
に
資
産
税
課
家
屋
係

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ

た
方
へ

固
定
資
産
税（
家
屋
）の
減
額
に
つ
い

固
定
資
産
税（
家
屋
）の
減
額
に
つ
い
てて


